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yggg72-。 c76 の 5 の 語義 と 語形 に つい て 


後藤 飯 文 


印度 学 款 教学 会 第 48 回 学術 大 会 の 公開 パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 「 信 仰 と 解 


脱 」 (仙台, 2005 年 5 月 28 日 ) に お ける 報告 に 基づき , 要点 の み 以 下 に 記録 する 。 


. 古 イ ンド 語文 献 に お ける s7ggg78-, 57gg 978 
古 イ ンド アー リヤ 語 yzg272- (動詞 語形 22 2) は 「 信 を 置く こと , 信頼 」 
0 NRRSST RS それ ぞ れ 
合 に よる 。 宗教 的 意味 で 用 いら れる 場合 に も , その 使用 され る 環境 に 左右 
され て いる 。 宗教 の 根幹 に 関わ る 部 分 が ある だ け に , は っ きり と し た 色づけ が 


出る こと は 考え られ る が , 語義 的 意味 内 容 を の も の は 一 貫 し て 「 信 を 置く こと , 


信ずる こと 」 で ある 。 
後 の 下 事 詩 お よび 古典 サン スク リッ ト 文 献 , 中 期 イ ンド アー リヤ 語 (プラ ー 
クリ ッ ト ) に お いて は , 「 信 頼 , 確信 」 の 他 , 「 欲 求 」 の 意味 で も 用 いら れ , 現 
代 イ ンド アー リヤ 語 で は 専ら この 意味 で 使用 され て いる よう で ある 。 し か し , 
欲求 」 と いう 意味 な いし 用 法 は ヴェ ー ダ 文献 に は 無く , 古く 遡 ら な い 。 二 次 
的 な 展開 と 考え られ る 。Keagrgs (一 8.) p.7 は , 古 ア ヴェ スタ 語 の Yasna 43.11 
の 解釈 に 基づい て ', この 語義 を 古い も の と 仮定 し , ブラ ー フ マナ 文献 に 見 ら 
れる yg7257gd72 を も 後 の yg が 2s7gg2 が 2 「 望 み の ま ま に , 好き な よう (【 
の 意味 で 解 そ うと する が (例え ば , g4sz2-「 布 施 , 報酬 」 の 量 を 「 望 み ( 0 
て 」 な ど と 解釈 ), 根拠 が な い 。Yasna 43,11 に つい て は 2.1. に 見 る と お り で あ 


る 。 動詞 語形 は 一 員 し て 「 信 を 置く , 信ずる , 信頼 する 」 の 意味 で 用 いら れる 。 


Komrgm の 書 に は ヴェ ー ダ 文献 中 の 出典 筒 所 の 殆ど が 取り 上 げ ら れ て お り , 次 
料 集 と し て 便利 で ある 。 


1 さら に 新 ア ヴェ スタ 語 の Yasna 23.6, Yast 10.9 を 箇所 の み 挙 げ る 。 


Yo 


705 


706 


る 


半 


(62) 4 


YY 


1.1. 動詞 語形 sy29 78 


1.1.1、 リ グ ヴ ェ ー ダ [RV」 に は , 動詞 語形 が 計 7 回 現れ る 。6 カ 所 が イン ドラ , 
1 カ所 が アシ ュ ヴ ィ ン 讃 本 中 で ある : 鐘 22 .…2g727z ズ 147,1, .… の 2 が gg T 103,3, 
… の 7g7 が 7 LT 12.5, .…2227g7 39.5 (2 娘 2), 2 の 2yf T 104.7 727.92727 1 55,3, 37og- 
92727g- 『 103.3: さら に , Imf. 7gg-72 2 T102.2, VAdj. 7622 が 7g- 1 104.6。 他 
に 鐘 22 は , 目的 語 と し て , 使役 形 (Kausativ) zzoyg と と も に X 151.5, 一 
1.2.1.), 乃至 gz と と も に (27.… 太 の 5 VH 75.2, 下 に 引用 ) 現れ る 。 

29 十 g2 の 格 支 配 と し て は , 与 格 (Dativ) と の 結合 が 挙げ られ る 。 例 えば 
[ 103.5 722 太 み gsyg の 727727 の vV7zy の yg 君たち は ] イン ドラ の 勇猛 さ に 信 を 
け 」, I 104.6 2 fe 22 の の 2yg 「 君 の 偉大 な イン ドラ の 力 に 信 が 置 
か れ た 」 同 7 222 gzye 727 7e gs の gg の 72y7 「 そ こ で , 私 は 思う 。 そ うい う 君 
に ( 今 ま さ に ) 信 が 置か れ た 」。 一 一 12,5 は 構文 上 「 神 を 信ずる 」 ("glauben') 
と 解釈 する こと も 可能 で は ある が , ここ で も 「 信 を 置く 」 (vertrauen ) が 考 
えら れ て いる と 思わ れる : )47z yzz2 prcc が 477 太 772 527 go7277 | 77277 777 7275O 


陣 


2 KomreR は OrpgNeemee お よび Li の 見 解 を p8f に 次 の よう に 要約 し て いる : 

OLpENsERc は szgg722 を 「 ひ と を 贈与 (布施 ) に 向かわ せる 心理 状態 」die zum Geben 

-treibende Seelendisposition の 意味 で 認め て いる (Rehgion des Veda, '1894, 56S n.3.…) 。 
彼 は ヴェ ー ダ 文献 の 複数 層 か ら 出 典 を 挙げ び . それ ら に , 「 信 仰 に 基づく (当然 , 贈 
与 と いう 形 で 証明 され る ) 信頼 」 glaubises (natirich in Gaben sich beweisendes) 
Vertrauen、 さら に , 「 祭 官 た ちと 彼ら が 行う 祭 式 行為 が も つ 神 聖 な カ に 対す る 確信 」 
Zuversicht zur heiligen Karft der Priester und ihres Opferns (Die Lehre der Upanishaden, 
1915, 203 n.2.…), 「 贈 与 す る こと と 結び つい た 恵み へ の , と り わ け , 贈与 の 受け 手 
が も つ そ の 恵み を 保証 する 職 の 重み へ の 信頼 」 Vertrauen auf den Segen, der mit dem 
Geben verkntpft ist, und insonderheit auf die diesen Segen gewahrleistende Witrdigkeit des 
Empfangers (Die Weltanschauung der Brahmana-Texte, 1919, 213 n.4) の 意味 を 設定 し 
て いる 。S. Lgyr は 「 神 々 へ の で は な く , 祭 式 固有 の カ の 存在 と それ を 実行 する 祭 官 
た ち へ の 信頼 」 Vertrauen, nicht auf Gotter, sondern in die eigentichen Krafte des Opfers 
und auf die es vollziehenden Priester と いう 結論 に 達し て いる (Ta doctrine du sacrifice 
dans les Brahmanas 108-122)。 これ に 対し GErpNEs は 神々 (へ の 信頼 ) を も 含め て 
いる (Vedismus und Brahmanismus, 1908, 118 n.7)。 一 最後 の GErpNEs の 指摘 は , 
文献 層 の 違い を , 少な く と も その 表現 面 に お ける 違い を 反映 し て いる : HAckEk 
WZKSO 7 188f.  K1.Schr. 474f. “Summary” を も 参照 。 

3 S. Scasrara (っ 8 .) 263 参 照 : 他 の -6 に 終わ る Imf. (Sp, みみ 56 な ど ) に 條 つっ た も 

の 。-g に 終わ る 語根 か ら の Dat-Inf. は 規則 的 に "が 。 
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572 な y の 2 の 7 | so gy の 7 pe77 YY 2 が! 93799 9797 272 6 72725g 7 の og 「[ ひ 
と びと が 」 彼 の こと を 『 ど こ に 彼 は いる か 』 と いつ で も 尋ね る 興 ろ し い 者 , そ 
し て , [ひと びと が ]『 こ の 者 は いな い 』 と 言っ て いる 当 の 者 , 彼 は , だ が , 敵 
の 薄 栄 ( 冨 ) を , 賭け 金 の よう に 減ら す 。( 君 た ち は ) 彼 に 信 を 置け 。 彼 が , 
00 の ドン 6 

例外 と し て , 103,3 に 対格 (Akkusativ) が 現れ る : 32 硫 太 oy2 7gg222727g 
の g7 pro v の 7 の 277 gcg7g の y7 45 が 「 彼 (イン ドラ ) は , 生ま れつ き 包 容 力 を 
持ち , [自ら の ] 肉体 力 [こそ ] を 信 と 定め な が ら , 城塞 (防御 壁 ) を 破り 壊 
レ し つつ 進ん だ , ダー サ に 属す る [城塞 ] を [破り ] 壊し [な が ら ]」。 72g-2 が 2 
が 「( を ) 信ずる , 頼み と する 」 と いう 一 語 に 展開 し て いた 可能 性 が 考え られ 
る 。 パ ー リ 語 ( つ 1.8.), 新 ア ヴェ スタ 語 ( つ 2.2.) に お ける Akk. 支配 を 参 
照 の こと 。 

絶対 用 法 , また は Dativ が 省略 され た 用 法 と 解 さ れる 例 も ある : X 39.5 74 yg 
7 PVD の VS ん 7 の 7 の 06 | の 72sg の 2 7 g77 yo7 が 2 297g7「 そ こ で 君たち 両 
者 を , 今 [我々 へ の ] 助力 の た め に , 新た な 者 た ちと 我々 は 為 そ う 。 こ こ に い 
る 族長 が , 両 ナ ー サ ッ テ ィ ヤ よ , [ 土 君たち に ] 信 頼 を 還 く こと に な る よう に 」。* 

さら に , 67 gz/ 好 が 一 度 現 れる : VI 75,2 2 zo geyg の ey の ヵ 1 2c2 yoco 
Pi の 57277 | 57G9 vsv2 v27 の 2 の 7 「 そ し て , 神 (アグ ニ ) よ , 我々 の た め に . 
より よく 知っ て いる 者 と し て , 神々 に 向かっ て 語れ 。 あ ら ゆ る 望ま し いも の た 
ら を , 信 ご と なせ 」。 正確 な 意味 は 明らか で な い 。 い ずれ に せよ 42 は 中 性 単数 
Akkusativ と 考え られ る 。* gz gs の 構文 の 使役 形 (faktttv) に 当たる 太 z 婦 
構文 の 可能 性 も 考え られ る :*「 あ ら ゆ る 望ま し いも の た ち を , 信 を 管轄 する 
も の と な せ 」, ある い は , 中 性 複数 形 十 gwpz の 構文 を 想定 し て 「 信 を , あら 
ゆる 好ま し いも の た ち を 管轄 ・ 支 配 す る も の と な せ 」。 42 .… の 2pgoyg に つい 
で ええ 191.5 グ 昭 ご 12.1.)。 


堂山 英 次 郎 『 リ グ ヴ ェ ー ダ に お ける 1 人 称 接続 法 の 研究 』 (大阪 大 学 2005) 284 参 照 。 
2 ガ -「 心臓 」 が 中 性 名 詞 で ある こと を も 参照 。 

後藤 敏文 「 荷 車 と 小屋 住ま い : SB 32/z os」 印度 学 仏教 学研 究 55-2 (2007) , 805, n.16. 
"Reisekarren und das Wohnen ip der Hitte : 32727 gs im Satapatha-Brahmana Ss. 
Blizarenkova (H 刷 中 ), n.24, “Hunktionen des Akkusativs und Rektionsarten des Verbums 
-anhand vom Alindoarischen-", Indogermanische Syntax -Fragen und Perspektiven 
(Wiesbaden 2002), 31f. 参照 。 
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2 ジョ ルウ の ョ キー クリ ンタ クー マフ ラーク で し NN で D, 当 靖 は 人 

な ら な い 。 例 えば : Vaiasaneyi-Samhita VIH S (マン トラ ) 722 427 77O vc の ye 

gg9727zg 「 こ の こと ば に , 男 た ちよ , 信 を 置け 」 : Maitrayani Samhita II 6.3P・ 

62,10 (散文 ) sgp27z v27 c2y7.。 7evg vgce 692g727「 視 覚 は 真実 な の だ 。 こ 

と ば に は , まさ し く , 信 を 置か な い 」。Jaiminiya-Brahmana 1 151:4 鐘 gg22yg 
008 と 信じ て 」 (事実 上 誤解 し て )。 


1.2. 名 詞 syggg7g- 

RV に は 計 20 回 現れ る 。 い ずれ も , 語根 活用 で は な く , Suffix -2- に よる 語幹 
の 活用 を 示す : Nom. Sg.-9% mstr. の 2: て) の の - の -。 S. ScAsrArA (っ 8.) 
262f. 参照 。 語根 活用 の 場合 に は , 本 来 , Nom. Sg. に -s が , mstr. Sg. に “72272 
が 求め られ る が , 女性 の 語根 名 詞 , 特に 行為 名 詞 の 実体 詞 の 場合 , 二 次 的 に -2- 
語 旦 に 移行 し た と 考え られ る 場合 も 稀 で は な い , cf.LAwwAs JAOS 10 (1877) 444, 
447, WAckERNacgrL-DgsRuNEs AiG TH 126, 128。 意 味 は 動作 を 意味 する 実体 詞 「 信 
を 置く こと , 信頼 」 で ある 。 例 えば , { 108,6 y42 2 の 7vg7 pd72977 V の 7 が V772 の 7 の 
の 7 sO772O の yr727 7O y72yyg7 | 太 罰 sg の 277 97272 py 2 万 gg | 2772 
so7 の yy の 7 の g7777 S772yyg | 私 が, 今 し が た , 君たち [ 両 神 ] を 選び 取り な が ら , 

『 こ こ に ある ソー マ は , 我々 が アス ラ た ちと 呼び か け 競 うべ きも の だ (この ソー 
マ だ よう つ て イン ドラ と アグ クニ と を アス ラ た ち に 取ら れる こと な く 奈 場 に 呼 ぼ 
う )』 と 言っ た こと , この 真実 の (実現 する ) 信頼 へ 向かっ て 駆け つけ て こい 」。 
の の し 2C。 失 ら れれ だ ツシマ を 災 め J。 

た だ し , 語根 活用 (Nom. Sg. が ) の 行為 者 名 詞 と 解釈 が 可能 な 用 例 が 一 例 
ある 。 そ の 場合 , 語頭 の 子音 の 問題 を ひと まず 置け ば (…5.5.) アヴェ スタ 
の zzgzd- て 62 の 7e 放 -「 信 を 置く , 信頼 し て いる 」 ("vertrauend ') に 対応 す 
る こと に な る : VI 32,14 yg2Z72 7 7e gg が gyg7 27ye の y7 v277 v272 が 2 が 5957 が 「 君 
に まさしく 信 を 置く 者 と し て , 有 能 者 よ , 向こう 側 に 属す る 日 (新年 ) に , 競 
汗 の 勝者 と し て [戦車 ] 競争 を 勝ち 取り た い 」。 し か し , gg の y2 と 並ん で , 
Instr. Sg. 3zggZ72 は 可能 で あり , 「 君 へ の 信頼 に よっ て 」 と 解釈 する こと を 妨げ 


地 ヽ 
Ca、 


1.2.1. RV X 131 ( 全 5 歌 ) は Sraddha を 讃え る 讃歌 で ある 。 祭 官 詩 人 た ち が , 


OO 


s7gg972-, c7ego の 語義 と 語形 に つい て (65) 


報酬 (22sza-) を 払う 祭 主 た ちの 鐘 zg4272-「 信 , 信頼 」 を 大 い に 得 て , 祭 式 
に 与 れ る よう , 神格 化 さ れ た Sraddha その も の に 命令 形 で 歌い 懸け る 讃歌 で あ 
る 。『 特に 語 の 分 析 へ の 手がかり が 得 ら れる わけ で は な い : 

1. 7ggg2y2g7 廊 52 が 7 の ygfe | ogg が 2y2 7ygfe ov 太 | 972Z7277 572ggsyg 
7 の 7277 「 v2cgs の veggyg72s7 | 2.pry277 57g の 7e 9222727 | py の 7 が 7od77e 


の 22sg727 | py272 の 7o76sz y97Pg5xy 「72277 7 77272 太 の 77 | 3. y27 が 2 ev2 2s77es ! 


79d7272 57 CO ん 777@ | ev72 7 y の 7Vyy 9722 ん 72 2 の 77272 7 の 7 | 4. 97g- 


7277 の ev y72722722 | v2y4goP9 4 の 2sg7e | 57gg277 7dayygy2 刀 2 「 7 が 2y 
yz の ge vo | 5. 72dZ7272 p72727 2V2722 が e | rg の 2 が 7 7 の 7y272 の 7 の 77 P の 7 | 
gd77277 sygsy 777772C7 1 572977e 7 の 72pgye72 go | 
1.s を 伴っ て , アグ ニ は 燃え 立た せら れる 。 
ゞ y を 伴っ て , 供物 は 貢 供 され る 。 ーー、 
/ 代 月 ち べ の 7 を 分 配 の [ 神 の ] 頭頂 に お いて , ・ 仙 際 ) 
こと ば に よっ て , 我々 は 知ら し め る 。 
2. [布施 を ] 与え る 者 に , 5 よ , 好ま し いも の と , 
[布施 を ] 与え よう と する 者 に , s よ , 好ま し いも の と , 
有益 な 祭る 者 た ちの 間 に , 好ま し いも の と , 
私 に よっ て 語ら れ た , この こと を 成せ 。 
3. ち ょ うど 神々 が , 強力 な アス ラ た ちの 間 に , 
ゞ を 作っ た ( 閣 き 起こ し た ) よう に , 
その よう に , 有益 な 祭る 者 た ちら の 間 に , 
私 た ち に よっ て 語ら れ た こと を 成せ 。 
4.$ を 、 祭 式 を 行う と き , 
風 を 守護 者 ( 牛 飼 い ) と する 神々 は , 崇め る 。 
sy を , 心臓 に ある 意図 に よっ て , (そし て その ) 
y に よっ て , 物 を , [ひと は ] 見 出す ( 目 ら の も の と する )。 (っ 1.5.) 
5.s を , 朝 , 我々 は 呼ぶ , 


7 Ocrpkss 同 讃 王 へ の 前 書き か ら : 「S は 神々 へ の 確信 に 満ち た 信仰 Glaube で あり , 
祭 官 た ちの 力 と 宗教 慣習 に 対す る 祭 主 た ちの 信頼 Vertrrauen, 祭 官 た ち , 讃 王 を 歌 
2 きた の RON NM 
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を 。 中 年 を つて 。 

y を , 太陽 が 没 す る と き に 。 

y よ , sy の 7 を , こと (地上 ) に お いて , 我々 に 置か せよ 。 
最終 詩 節 の 使役 形 72227e 572 2poye が 2 zg7 「sygg272- よ , ここ (地上 ) に 
お いて , (ひと びと の ) 信 を , 我々 の 上 に 置き 定め させ よ 」 は , sg4- の 語 
を 解き 開い て 使役 形 で 表現 し た も の で あり (「 信 頼 さ せよ 」), 242 が 当時 生き 
た 意味 を 持つ て いた こと を 保証 する わけ で は な い 。 VI 73,.2 (一 1.1.1.) に お 
ける 2 .… の を も 参照 し て , 突き 詰め て 言え ば , 222- は 「 信 を 置く こ 
と 」, sg27 は その 置か れる べき 「 信 」 に 当たる 。 な お , gz の og-7 は 語根 2 
置く, 定め る 」 の 使役 語幹 と し て は 唯一 の も の で あり , アタ ル ヴ ァ ヴ ェ ー ダ 
[AV] 以来 一 般 的 で ある が , RV で は ここ に の み 現 れる 。 


1.2.2. gg22- か ら 作 られ た Bahuvrihi 複合 語 に zszzgZ72- 「 信 頼 を も た な い , 
信じ な い 」 が あり , Pani た ち に つい て 用 いら れ て いる (VI 6.3) 。 gy2- 「 信 
頼 す る に 足る 」(X 125.4) は 2Z 十 が 2 の 弱 形 か ら Suffx -v2- に よっ て 作ら れ 
た 名 詞 (形容 詞 ) で ある (て AVIV 30.4 geyg-「 信 の 置か れる べき 」)。 


1.3. ggg7g- と 真実 sayg- と が RV IX 113 に ソー マ (Soma) に つい て 並 記さ 
れ て いる : 2. 7zZv2e7zg sg の 7 7 の 29772y2 72pg52 sz727 「 正 し い 発言 に よっ て , 真 
実 [を 語る こと ] に よっ て , 信 を 置く こと に よっ て , 苦行 肉体 的 努力 ) に よっ 
て 搾 ら れ た 」: 4. 74zz v292772 772 の yz77726 | sg が の 7 VO の 27 so の g ん Z77727 | 9772 が 
yg7 yo72 の 7 の 72 1922 が 2 so 97 が 5 太 427 「 天 理 に 叶う こと を 音 に し な が ら , 天 
理 に 輝く 者 よ , 真実 (実現 する こと ) を 音 に し な が ら , 行為 の 実現 する 者 よ , 
『 信 ずる こと 』 を 音 に し な が ら 王 ウ ー マ よ , [ 君 は ] 出 造 者 に よっ で で, ソー 
マ よ , 完璧 に され た 」。 sygg52- 「 信 を 置く こと 」 と は , 突き 詰め れ ば , 「 こ と 
が 実現 する こと 」, つま り , sgp2- で ある こと * に 信 を 置く こと で ある : sgp み - 


9 sgp4- 「 真 実在 の , 現実 に あっ て いる : 実現 する , 実現 を も つ : 永遠 に 存続 する 」 
に つい て は , 後藤 敏文 『 今 西 順 吉 教授 本 暦 記念 論集 ! イ ンド 思想 と 仏教 文化 」』 
(1996) 837, Langue, style et structure dans le monde indien. Centenaire de Louis Renou 
(1996 [1997] ) 77,.「 サ ッ テ ィ ヤ と ウー スィ ア 」『 逢 典 学 の 再 構築 』 ニ ェ ュー ズレ ター 
第 9 号 (2001) 34 参照 
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7ggg72-,。 7eg6 の 語義 と 語形 に つい て (67) 


sggd2-「 実 現す る 信頼 」I 108.6 (… 1.2.)。RV 以降 の 文献 に つい て , HAckss 
(っ 8.) 170 ニ 456 は Kerek の 挙げ な い AiBr VII 10.4 を 引く : gd22 pg が 27 
7 の 72 Y7722777。 7 の 72 7 の 777 2 の 7 か 777272777 727777772776. 7 の 72y2 sg7y67@ 
727777267 の sg7eg の 7 が 7 7o ん 22 jogyg が 7 「5 は 夫人 で ある 。s は 祭 主 で ある 。 3 | と ] 
と いう の が 最上 の 一 番 (つが い ) で ある 。 [と] s [と いう ] 一 番 に よっ て , 
ひと は 天界 を 勝ち 得る 」。 役 は 同 所 お よび 189 = 475 に お いて , 442- と 
sgpy の 2- が し ば し ば 一 組 で 挙げ られ る と 述べ て いる が , 具体 的 な 出典 の 事情 は 不 
明 で ある 。 


1.4. agogng- と 思考 as- と の 関係 を 伺わ せる 用 例 が あり , gg が 2- が 概 
念 形成 作用 に 関わ る レベ ル の 問題 で ある こと を 示し て いる :*RV H 26.3 
人 4272///7777727/77 ん 「 そ の ひと の 思考 が 信 を 置く こ と , 信念 に 基づく : 信ずる 思考 を 
39 で X 113.9 gg が 27gzgsy2- 「 信 念 に 基づい て 思考 を 形成 する こと , 考 
0 の 0 1 時 ツン ョ ルル M エー ク ャ サン ター の ツク ラブ グマ プ 癌 人 が に は 6 
ちと 同 置 さ れる gg- を 思考 作用 が 包摂 し うる こと を 論ずる 箇所 が ある : 
MS IT 4.10P: 59.2 ^ KS XXXTHT 7:26,15 6 y27 72 2272 の yg y727e PD の 7 
pv か. の po Ug7 57d2. 7 の Vc の g777yg727e 7 の 75 の. -4 が 7 2 672 V2Cg77 677 の 7 
P の 77277. 77 の 9 7 7227726 の 2777. 2777y の PO g77777y2 (g777syg72 5 ) 2272 女 7777 797 の 5 の 
gpy2ye7 「 gg262- を 捕まえ な いで 祭 式 を する 者 は , より 悪く な る の だ た 。 3$ が gg272- 
は 氷 た ちな の だ 。 [ 水 た ち は | こと ば に よっ て 捕まえ られ な い , 1 つま り ] ヤジ ュ 
ス ( 祭 詞 ) に よっ て は 。 彼女 た ち は こ と ば を 越え て 溢れ る , 堤 を 越え て [溢れ 
る ]。 し か し , 思考 を 越え て は 溢れ な い 。 水 た ち を つか お む (つか も うと する ) 
場合 に は [いつでも] これ (ggg2-) を 思考 に よっ て 念 ず すべ き で ある (ヤジ ュ 
ス を 口 に 出さ な いで 唱え よ )」。 信 念 は こと ば に よっ て 表し きれ な い が , 思い の 
中 に 収まる こと を 調 う も の で あろ う 。 平行 箇所 TS TI 6.8.1 で は sg72- が 
7i2gy- と 等 置 さ れる 文 が 加わ る に 至る : py27 mg7 「 思 考 は これ ⑮) な の 
だ 」, 阪本 (後藤 ) 純子 , 本 誌 論文 84.3. 参照 。 一 5.5.。szg 十 2 と 比較 す 
べき “gzzgs 十 の 2 の 造語 法 に つい て は , 7 .。 


10 HasA 7 (一 8.) 139f., 142 : “an impersonal and neutral principle as the object of 
ygdZZ2", “intellectual aspect of sy2272” 参照 。 
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(68) 


5. 心臓 7, 92yg- と の 関係 に つい て は , RV X 131.4 (一 1.2.1.) が 一 つ 
の 手がかり を 与え る : 鐘 222527 2Zyy2y2 太 の 2 | ygg77272 vg の ge yo の sz 「 心 臓 
に ある 意図 ( 詩 画 ) に よっ て 鐘 gg274- を , gg22- に よっ て 財 物 を [ひと は ] 
手 に 入れ る 」。 心 臓 は 意志 の カカ ( 心 2z-) の 座 で あり (V8522)『, 意志 の 実現 に 

は 信念 が 必要 で ある , と いう 意味 が 看 取 さ れる : 一 5.5., 6 .。 


1.6.、 ブ プラー フ マ ナ 文献 に お ける 展開 

sgg772- は 祭 式 の 完成 ・ 実 行 に 不可 避 の 構成 要素 と し て 確立 する 。RV の 
ygg752- の 歌 」X 151 (一 1.2.1.) に 既に その 傾向 が 看 取 さ れる こと を QGmrbnps。 
KonrgR は 強調 し て いる 。Komrgm は , 祭 式 の メカ ニズム へ の 「 信 頼 」 を , その 
具体 的 現れ , いわ ば 祭 官 た ちら の 「 本 音 」 で ある “Hingabe ”, “Spendefreudiskeit 
( 心 を 込め る こと , お 布施 を は ず む こと ) の 次 元 に 引き つけ て 議論 し すぎ る 恨 
み が あ り , 諸 処 に 見 られ る 正 骸 を 得 た 指摘 に も か か わら ず ( 例 えば p.31 : 「 神 々 
へ の 信頼 」 は も は や どこ に も 見 られ ず , 祭 官学 者 た ち は 「 祭 式 の も つ 諸 力 を 信 
頼 す る こと 」 の 意味 に 再 解釈 し た ), 「 祭 式 と 布施 の 効果 」(zszzpy74 ぬ -) を めぐ 
る 祭 式 埋 論 構 築 の 構造 を 十分 に 理解 し て いな い 。 語 の 意味 自体 は ヴェ ー ダ 文献 
を 通じ て , 一 軸 し て 「 信 頼 」( 何 か あ る も の ・ こ と へ の 強い 確信 ) で ある 。 こ 
の 文脈 で , ( 祭 官 の ) 忌 2z-「 意 志 の 力 , 念力 」( 心 臓 に 宿る , 一 1.5.) と 関わ 
ら な いこ と に は 注意 を 要する 。 無論, 「 人 が 祭 官 を 信ずる 」 と いう 普通 の 文 も 
存 寿 する : TB TI 11.8.9" 42 ygcc が 6 の ys7 が 77 7 が e 57gggog の 7 の 7 が ys772 
gd2&sz2zZyeye7 7 「 次 に , [ひと びと が ] 私 に 最も 多く 信 を 置い て ほし い , 最 
も 多く の 報酬 を も っ て くる よう に (引い て くる : 報酬 は 邊 たち から 成る ) と 望 
ず むこ と が ある 場合 に は …… ]。 

阪本 (後藤 ) 純子 が 明らか に し た よう に ,『「 祭 式 と 布施 の 効果 」(s72p 訪 婦 -) 
が , 死後 天界 に お いて 確実 に 本 人 の 手 に 戻る こと を 保証 し , これ を 巡る 議論 を 


11 注 20 参 照 。 後 の 文献 に お ける , 心臓 の 中 の 「 欲 望 」 BAU IV 4.7" zz yo 'syg な 芝 
y77、「 渦 望 , 愛 」Uttarajjhaya XXIHI 45 一 48 (zzZ-: 心臓 の 中 に 生え た 毒 の あ 
る 末 実 を つけ た 夢 草 ) を も 参照 。 

12 阪本 (後藤 ) 純子 『 今 西 順 吉 教授 還暦 記念 論集 「 イ ンド 思想 と 仏教 文化 」』(1996) 
882 一 662、 Junko SAkAworo-Goro “Das Jenseits und 7zs72p772- "die Wirkung des 
Geopferten-und-Geschenkten′in der vedischen Rehigion",Indoarisch, Iranisch und die 
Indogermanistik, Erlanger Tagung 1997 (2000) 47$ 一 490 参 照 。 
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yggg72-, c7ego の 語義 と 語形 に つい て (69) 


中 核 と し て 形成 され て いっ た ブラ ー フ マナ の 祭 式 理論 に お いて , szgg4- の 
未 た す 役 割 は 大 きい 。 祭 官 は 密か に 祭 主 の 不利 に な る こと を も な し 得る 。 そ の 
た め , 信頼 で きる 祭 官 に 祭 式 を 依頼 する こと が 必須 で あり , 祭 式 を 担当 する 祭 
官 が 唱え る マン トラ と 行う 所 作 と を , 正しく 監督 ・ 監 視 で きる 祭 式 専門 家 を 常 
に 脇 に 置い て お く 必 要 が あっ た 。 こ こ に , 祭 式 を 監督 する ブラ フ マ ン 祭 官 


(の 7g7p2p-) の 役割 が あり , 部 族長 や 王家 に あっ て は , 家内 , 王室 内 の 呪術 師 , 


治療 師 , 相談 役 と し て の Atharvaveda 系 祭 官 が 筆頭 祭 官 (。z2zz-) と し て 重 
用 され て いっ た も の と 推測 され る 。 gg72- は , 正しい マン トラ , 行 作 , 式 
次 第 の 執行 と . それ が 構築 し 実現 する メカ ニズム へ の 信頼 , 確信 で ある が , 祭 
主 と ブ ラフ マン 祭 官 と の 間 の 一 蓮 拓 生 と いう べき 信頼 関係 に 集約 され る 。 た だ 
し , ヴェ ー タ ダ 祭 式 の 中 核 を な すこ の 理屈 が 直接 文献 に 語ら れる わけ で は な い 。 
古代 イン ド の 世界 観 で 注意 し て お くべ きこ と の 一 つ に , 概念 を 具体 的 な 物 で 
置き 換え る こと に よっ て 祭 式 の メカ ニズム に 組み 込み , 処理 する と いう 思考 方 
法 が あり , この こと も 考慮 し て お く 必 要 が ある 。 婦 g272- も , 当然 , 物体 ( 工 
ネル ギー) と 捉え られ て お り , 「 祭 官 が $ を 見 出す (獲得 する )」JB II 23f., PB 
XII 11.25。「 5 が 入り 込む 」TB TI 11.8,1 て KathUp 1 2 (ナチ ケー タス の 物語 ), 
「 ygg772- が 祭 官 を 見 出す (獲得 する )」VadhAnvakh IV $1 V 31.1, CArANp 
No.75:192.2) な ど と いわ れる 。! 信 頼 を 受け る 」 意 味 で Gerundiv 22727yg- 
も 用 いら れる : JB IL 426, II 23: JB HI 218, 290, II 24, 例え ば , 22272z7y2 7e 
pr の 2 の 7 の yg7cgs777 yyg の 「 私 の 子 係 が 信頼 を 置か れる 者 , 祭 官 の 能力 に 富 
者 さ 46 る よう (に | 216。 

ブラ ー フ マナ 文 南 に お ける 鐘 2272- を 巡る 議論 の 中 に は , これ か ら 解 明 さ 
れる べき 重要 事項 が 多く 残さ れ て いる が , 問題 提起 の 意味 で 列挙 し て お きた 
9 

1 ) gg が 2- と 水 た ち と の 同 置 : 例え ば , MS IV 1.4P":5.18 2 vu 72 
77g の yg "yg7e 297 の 「 の evg727274SY2 7972y の 7 の 7 2 の 7 の. gp の 7 7 の Gy の. 9 の の 
pg7 yo972. 37gg7727 ev272p な yg yg7gfe 「『 信 を 置く こと 』 (信じる 心 ) を 捕まえ 
な いで 祭 式 を 行う な ら ば , 神々 と 人 間 た ち は こ の 者 の 祭 式 の 効果 に 信 を 置か な 
い の だ 。 フ K た ち を 「[ 東 に 向かっ て ] 連れ て 行く ( 水 を … 運ぶ )。 水 た ち は 『 信 
を 置く こ と 』 な の だ 。 他 な ら ぬ 『 信 を 置く こと 』 を 捕まえ て か ら 祭 式 を 行う こ 
と に な る 」。Kogrgs p.27ff. は ソー マ 祭 の 潔 斎 の Ks2- に お ける いわ ば 天 ぎ と の 関 
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(70) ! 後藤 敏文 


連 か ら 説 明 し て いる 。 本稿 の 筆者 は 「 契 約 の 水 」 の 存在 を 強調 し た い : “Vasistha 
und Varuna , Indoarisch、Iranisch und die Indosgermanistik, Brlanger Tagung 1997 
(Wiesbaden 2000) 159f. n.39。 五 火 二 道 説 な ど と の 関連 で は , 宇宙 を 循環 する 
不死 の 水 , 葬送 儀礼 に お ける 水 と の 関連 も 重要 で ある 。BAU VI 2^ ChUp V 3 
ー10 に 語ら れる 「 五 火 二 道 説 」 の , 「 ど の よう に し て , 水 た ち が 人 の と と ば を 
話す よう に な る の か 」 は 確立 し た 鐘 g272- と 水 た ち と の 同 置 (神々 が か の 世 
界 で 献 供する , 宇宙 を 循環 する 永遠 の 水 た ち ) を 前 提 と し て いる (1.4.)。 
2 ) 222- と 不滅 2sz- と の 同 置 : JB, TB, KausB, JUB, ChUp, VadhAnvakh。 
KomrgR は p.31 以降 で 輸 廻 説 と の 関連 で 議論 し , Glaube (信仰 , 信心 ) に 近い 
中 身 を 想定 し て いる 。“Glaube。 で は ある と し て も , 理論 , 理念 に 対す る 確信 
で あり , 例え ば 唯一 神 へ の 信仰 で は な い 。「 祭 式 と 布施 の 効力 」 を 巡る 祭 式 解 
釈 理論 に 着目 する 必要 が あり , 当然 , 上 述 の 宇宙 を 循環 する 「 不 死 の 水 」 と の 
関連 は 審 接 で ある 。 | " 
3) $ggg72- と 74pgs- 「 努 力 の も つ 熱 力 , 菩 行 」( 一 1.3.)『 22- と 神々 
( 祭 式 を 通し て , 天界 の 神々 や 祖 霊 に 食料 を 贈る 文脈 に szg72- が 役割 を 果 た 
すこ と は な いか ), Komrss の 解釈 が と も すれ ば それ に 偏り すぎ た 婦 zg22- と 報 
酬 ・ 布 施 (22Ks2-) と の 関係 , な ども あら た め て 具体 的 に 確認 する 必要 が あ 
の の 


1.7. sggg72- の 語 は Upanisad, Sutra 文献 で は 特に 積極 的 に 論じ られ る こと は 
RI 
で ある こと に 疑い は な い 。 し か し , どの よう な 経路 を 通じ て , 「 信 ( 頼 ) ! 
する , に 由来 する 」 か ら 「 祖 霊祭 」 の 意味 が 展開 し た の か は 不明 で ある 。Konrgs 
p.50 は Bonrrmek が 引く 伝統 的 解 秋 を 基 に , 「 祭 官 に 喜ん で お 布施 する 気持 ち 
(Spendefreudigkeit) を 伴っ て 」 祖 霊 の 代理 で ある 疲 維 門 に 食事 を 与え る こと , 
に 由来 衣 る と 考え えて いる よう で ある 。 1.6.1.。 


1.8. 古典 サン スク リッ ト , 叙事詩 . ヒン ドゥ ー 教 文献 に お いて も , zgg72- 
計 は , 意味 内 容 自体 に は 変化 を 被 ら ず に 用 いら れ て いる 。 8. に 


に 


19 HackEs (一 8.) 443, 437ff., 475, 原 『 古 典 イ ンド の 蘭 行 』, 春秋 社 1979, 49 参 照 。 


学 還 りー 


sggg72-, c7eg6 の 語義 と 語形 に つい て (7 中 ) 


共 げ る HAckes, HAsA, BmArrAcmasyaA の 研究 を 参照 され た い 〆 初期 仏典 に は . 
Pa sad22g が 「ー (Akk.) を 信じ る 」(… 2.2., cf 1.1.1.), sggg2-「 信 心 」, 
sgg7g- 「 信 心 深 い 」 ぐ 『*57222 が 2-, gsggg27g-「 信 心 の 無い 」 が 普通 に 用 いら れ 
CN る 9 


2. アヴェ スタ 


2.1. 古 ア ヴェ スタ 語 に は , 語根 名 詞 (行為 者 名 詞 ) zz- 「 信 を 置く , 信頼 
し て いる 」 が , 新 ア ヴェ スタ 語 に は , その 否定 形 zz7gzgg-「 信 を 置か な い , 信 
じ な い [者 ]」 が 見 られ る (gz7zzg27 Nirang. 17 Pursis.6,. ある い は gz7gzgg- 
の Dat. 「 不 信心 の た め に 」 ) 。 Ksrrgns (一 8 .) 205 一 208 参照 。 こ の 語 は イン ド ・ 
ヨー ロッ パ 祖 語 に 置き 換え れ ば , “297e,- の 語頭 の 子音 が , お そら く 「 心 
臓 」 を 意味 する “87 ( 古 ア ヴェ スタ 語 zzz み 。 新 ア ヴェ スタ 語 zz/@-gzZ-。 
ヴェ ー ダ 語 7 み 。 7-oyg-) の 影響 で 代 置 され た も の に 遡る と 解 さ れる : Yasna 
311 (ザラ トゥ シュ トラ の こと ば ) 2 7272 7277 の 1 ez4572 vg 272e カ 7 の 7 
| 6 の 7 の Yo, 742 人 2 が の 7 の 1 gsg 太 太 g9602 y77z2772cg72 1 gc77 ge の 7 が 6 vg が が 672 1 yo7 
の gz の の og77227 gz の 47 「 君 た ちの それ ら の 探 (決ま り ) を 想起 し つつ , 我々 は . 
この 者 た ち に と っ て , 聞か れ た こと の な いこ と ば た ち を 公言 する , 虚偽 に 属す 
る 近 た ち に よっ て 真理 に 属す る 生命 た ち を 破壊 する [この 者 た ち に と っ て ]。 
だ が , マズ ダー に 信 を 置く こと に な る 者 た ち , この 者 た ち に と っ て は , [それ 
ら は ] 最善 で ある 」。 

その 最上 級 に 当たる の は , 語根 に 最上 級 の 接尾 辞 を 付 し て 作ら れ た Z み gzg7s7z- 
で ある : Yasna 53.7 (ザラ トゥ シュ トラ の こと ば ) gcg v3 太刀 2 g7727 | g が 7 


14 HAckgmR は ヴェ ー ダ 文献 を も 改め て 検討 し て いる 。HAsA, HAckEk は 72g2Z72- と 2 太 た に 
「 捧 げ る こと 」 と が , 働く 次 元 を 異 に する 別 概念 で お る こと を 明確 に 指摘 し て いる 。 
ヒン ドゥ ー タ ント リズ ム に お ける 両 概念 に つい て は , 引田 弘道 『 ヒ ンド ゥ ー タ ント 
リズ ム の 研究 』(1997) 31, 87, 206, 346, 348, 357, 463 な ど を 参照 の こと 。 

15 仏教 に お ける 「 信 」 と その 隣接 概念 (?⑦z272-, pros2gg-。 gg の 7 た 。 og な た な ど ) 
に 関す る 研究 文献 は 膨大 な も の に 上 る と 思わ れる 。 藤田 宏 達 「 原 始 仏教 に お ける 信 
の 形 貝 」 北 海道 大 学 文 学部 紀要 第 6 号 (1957) 6$ 一 110,『 原 始 浄土 思想 の 研究 』1970, 
386ff.,『 浄 土 三 部 経 の 研究 』2007, 474ff.. 414, 中 村 元 他 編 『 仏 教 思想 11 信 』1992 
な ど を 参照 され た い 。 
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72 の 577 の | YO27 929 <7gZ の が 57 の | の 7207 7272 | 旨 777 の Oc の 5S 9O72c の | yo072 
7 の 777745 の 2gz の 7 の gy97 pg7 の .… 「 だ が , 君たち に この 責 納 に 対す る 報酬 が 
ある こと に な る 。 最 も 信仰 父 い 者 は 放 s (Cr. Asy 革 味 不明 を 遼 ざ ける こと 
に な る , 太 腺 の 根底 に お いて , 出 た り 入 っ た り し な が ら , 欺く 者 の 精神 が 消え 
で 無く な っ た そこ に お いて 。 (7 や) 

Suffix - な - 放 NE (行為 の 実体 詞 ) zzgzg47- 「 信 を 置く こと , 信頼 する こ 
と 」 の 用 例 は , 例え ば , 次 の ザラ トゥ シュ トラ の 言 に 見 られ る : Yasna 43,11 
sp2772772 7 の 2 | oz 2zg77 7 の | 7 7 が 2 yo が 2 | pg7772yg7 72 ! 7 
x572 の 2 702 な 8 | の 2792 pg777 | 52 の 2 7 の 7 sgy| 257265 <7gc の 278 | 727 
v27Zz77e777727 | 7 が 7 25777 店 vg が 572 「 神 聖 な 者 と , そこ で , 君 [の こと ] を , 

『 智 惹 (理性 )』 よ , 私 は 思う , 主 よ , ひと が 私 に 善い 思考 を も っ て 仕え る と 
き 。 君 た らち (アフ ラ ・ マ ズ ダ ー と 「 神 聖なる 不死 の 者 た ち 」) に よる 言明 た ち 
に よっ て , 私 が 原初 の こと を 感 得 する な ら ば , 人 間 (死す べき 者 ) た ち に お い 
て は , 信頼 を 置く こと は , 私 に は 苦痛 を 与え る も の と し て 立ち 現れ る 。 君 た ち 
が 私 に 最善 で ある と 言う こと (も の ), それ が [私 に よっ て ] 為 さ れる べき で 
ある 」。 ヴ ェ ー ダ の メカ ニズム 至上 主義 に は 見 られ な い 個 人 の 「 信 頼 」 と いう 
概念 が 注意 を 若く 。 新 アヴェ スタ 語 に も 用 例 が ある 。 


2.2. 動詞 語形 は 新 ア ヴェ スタ 語 に 見 られ る : Yt 9,26 2 2 Zng77 7 の < の 277572777 
gsycg 2 た ..。 の 27 に は Aorist Imjunktiv (時 制 を 越え た 現在 ., また は , 過去 の 確 
認 ) また は Koniunkfv の 可能 性 が あり , Akk. 支 配 の 構文 解釈 が 難し い 。 
Zara6ustra の 紫 護 者 Vistaspa の 妻 に し て 妹 と も いわ れる Hutaosa を 修飾 する 文 
で ある 。 文字 通り 置き 換え る と : 「 マ ズ ダ ー を 讃え る 私 の 宗教 を , 信 を 置く ノ 
(NN Cy の 上 DI GU 。 Pe [する 彼女 ]」」。z7gs-cg を Lok. 
に 解す る 可能 性 も ある が ," イン ド ・ イ ラン を 通じ て -gs- 語幹 の Lok. は 全て - 
を 伴う 。zzrgz-2 が 「( を ) 信ずる 」 の 意味 で 一 語 に 発展 し て いた と も 考え られ 
る 。 イ ンド で も , パー リ 語 の Akk. 支配 に 同様 の 展開 が 推定 され る (っ 1.8., cf 

1 問 時間 


16 KErLgNs (一 8.) 207f. 参照 。 
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szggg72-, c7eg6 の 語義 と 語形 に つい て (73) 


2.3. 古 ペ ベル シャ 語 に は 直接 の 典拠 は な く , アラ ム 語 の 中 に 古 ペ ル シ ャ 語 由来 
の 語 と し て * み gz の - が 回 収 さ れる 。 た だ し , “wenn “ergeben, fromm'′ (Hinz NU 
92f., mit Lit. dagegen Sz.…) (MAysHorgs EWAia H 663 s.v. gg-) 。 


3. ラテ ン 語 に お いて は , 「 (人 ・ 物 を ) 信じ る , 信頼 する 」 の 意味 で czzgzp (1 
人 称 単数 Aktiv) , cyzge7e (中 寺 記 ) が Ennius (前 239 一 169) , Plautus (一 前 184) 
以来 広く 用 いら れる 。 一 人 称 動詞 形 cze2o が , 英語 に 名 詞 「 信 仰 , 信条 」 の 意 
味 で 借用 され る よう に な っ た の は 1200 年 頃 か ら と され る 。 過 去 分 詞 か ら cyeg 
が 用 いら れる よう に な っ た の は 16 世 紀 と いう 。 名詞 派 生 形 は 特に 用 いら れ な い 
2 の の 。 

ezeg2 は * 太 6 の 十 *Ze 放 の 活用 形 に よる 。 印 欧 祖 語 に お ける *2*% 記 の 現在 語幹 
は 3.Sg. “6- の om な で あり , イン ド ・ イ ラン 語 派 は これ を 直接 引き 継ぐ 。 西 
ゲル マン 語 派 に 属す る 英語 2 の , ドイ ツ 語 gz, ドイ ツ 語 の 弱 変化 過去 形 -e も 
最終 的 に は この 語幹 に 遡る 。 ギ リ シ ャ 語 は -7- に よる Reduplikation に 移行 : 7/2- 
77。 フ テ デン 語 は Simplex に は 刀 c2 (を に よる 拡張 [由来 不明 ], *-,-Pras.。 フ 
ラン ス 語 ze 等 は これ に 遡る ) を 用 いる が , 複合 語 に は , 本 来 の 重複 現在 語 
団 の 跡 が 残っ て いる : 語 中 の 変化 を 経て , 7e-45, 7e-94e7e, gp-2, gp-ge7e 
(7e- の 92, gg の 6 か ら Synchope 土 Geminata の 単 子音 化 ), 2.PIl. Iptv. ge 
(Plautns>)。 い ずれ も 有 弱 語幹 形 か ら 母 音 幹 活用 (thematisch) 人 2 242 
ち , “-9z- gg- ジ [アク セン ト の な い 音 節 で ] -2e- の 経過 を 辿っ た も の で あ 
る 。 “pe7 と “9*e 事 の 間 の 音韻 変化 は , 語 中 の 変化 に よら な い uital. * 尽 eg 
の ez *oyes の 6 ン *c7ec の の , また は , 語 中 の 変化 を 仮定 し て , * 忌 2g-g" 
ジリ ez の ゲン voralat な ecd“ ン oyezg "ツン c7eg の "(一般に *-zg の - > ]at。-y- で 


ある が , 他 の 複合 語 の - あ , -geze に 條 い , 元 に 戻さ れ た も の ) と 説明 され る 。 


前 者 は SoMvs Handbuch der lateinischen Laut- und Formenlehre C1914) 242f が 
可能 性 と し て 挙げ る 見 解 で あり , 後者 は M. LEuwAnw Lateinische Laut- und 
Formenlehre (1977) 168 が 採る 解釈 で ある 。 い ずれ に せよ , crg26, czzgere は 


ci5 に よら な い 固 定 さ れ た 形 か ら 出 発し て お り , イン ド で 鐘 42 が 活用 形 を 示 
さ ず , 動詞 前 接辞 と し て 機能 し て いる こと と 符合 し 由来 の 古 さ を 示す 。 


3 コス 日 補 てい ジ 、 4 上 月 選 し ン か だ こと 人 9 M( 生 48 ブ ミ マ ンプ 


4. ケル ト 語 派 : 古 ・ 中 アイ ル ラ ンド 語 czer- 「 私 は 信ずる 」: *-zZ の > 
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vorkelt.“-zg- ジー (現代 アイ ル ラ ンド 語 - ナ ) に よる , 1.Sg. zo-c7e7z, 3.Sg. 
9-77-c77e が 7。 Tel. c7e7ey, c7e7ey, cye7ey な ど 。 コ ー ン ウォ ー ル (ケル ノウ ) 
語 czey, 中 期 ブ プル トン (ブレ イス ) 語 cz が, 現代 ブル トン 語 な 7,。 な e の 。 
ーー 名 詞 (中 性 ): 古 ・ 中 アイ ル ラ ンド 語 cz2z 「 心 臓 」( 現 代 ア イル ラン ド 語 
eo の 7e), ウェ ー ル ズ (カカ ムリ) 語 czzz27 「 中 心 , 心臓 」, ブル トン 語 忌 egz 「 中 
央 」 ぐ * 太 2 の o- ("な go-, PEpERsEN Vergleichende Grammatik der keltischen Sprachen 


L 1909, 69, LEwrs-PEpEssgN A Concise Comparative Celtic Grammar, 1937. 15)", お 
そら く ぐ * 太 eg- 妃 26-。 


5. イン ド ・ ヨ ー ロ ッ パ 祖語 に お ける 事情 概観 


1. 名 詞 : “87877e 放 -7 古 ア ヴェ スタ 語 zzz24- 「 信 を 昼 く , 信頼 し て いる 」, 
ある い は , “ん 279'en- か ら 語 頭 子音 を 変換 ? (5.5.): * 太 97 放 - の 5- グ 古 
イン ドア ー リ ヤ 語 sz224-「 信 を 置く こと 」 で な ge 放 -「 信 頼 し て いる 」 も 
のめり つの つの の う 1 2 


5.2. 動詞: 印 区 祖語 * な 22 十 2*e ヵ , 現在 語幹 -972-go 放 -/- の 72- の 7-「 心 臓 タブ 
言 盆 ? を 定め る 」 それ ぞ れ の 活用 体系 に 


5.3. *Xezg-/p み , それ と も , “eZ なみ 7: Schwebeablaunt* は 想定 し が た い 。 
ScgrNprER Sprache 25 (1979) S8bf. (Rz. KgrLgNs Nom-racine) は -s-Stamm を 想定 
し , 『*&eg-s- ジリ 6 の 5- の 可能 性 を 挙げ る ( 注 19)。* な eg- (Vollstufe TDD は 
古 イ ンド アー リヤ 語 (82Z2), ラテ ン 語 (cze ナ ), ケル ト 語 . で 尺 zZ) に 跡 づ 
けら れる の で , 印 区 祖語 に 想定 され る 確率 が 高い 


5.4. ! 心 臓 」 と いう 意味 で 現れ る の は : 
eg-7 が 6- (?) ケルト 語 (中 性 ), っ 4 


17 WaArpg-PokosNy Vergleichende Worterbuch der indogermanischen Sprachen I (1930) 423 
は アイ ル ラ ンド 語形 を ぐ * な go, その 他 を て * 忌 ogzo み か ら 導 く 。 

18 BNvENrsrg (特に , Origines de la formation des noms en Indo-Europeen, 1935,、147 一 
173) が 想定 する よう な Votlstufe 』 と Vollstufe HI の 並存 。 
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Sggg72- , ego の 語義 と 語形 に つい て (75) 


* ル 7 の - グン ラテ ン 語 (中 性 ) cor, co7g- な , 古 教 会 スラ ヴ 語 (中 性 ) 
sy ちの -5ce,. ギリ シャ 語 (女性 ) 太良 72. イオ ニア ん gy, 
ヒッ タイ ト 語 (中 性 ) 刀 77⑦) - 


ん 6 の 7 の - ギリ シャ 語 X2 (中 性 ) . リト アニ ア 語 ( 二 次 的 に 女性 ) 
が の is、。 ヒッ タイ ト 語 (中 性 ) 妃 ⑰⑯) 

* ル 67 の 7-7 wi ギリ シャ 語 Dat.2z-。 アル メニ ア 語 s 訪 7 (Nom.) 

語頭 の 子音 を 異 に し て (中 性 ) ・ 

6577- ! > 古 イン ドア ー リ 補語 - ヵ 27Z- (sz- gk) 

*67g777 (Lok.) グン 十 イ ンド アー リヤ や ヤ 語 兆 み 7(Lok.) 

g 7 の - グ 古 イ ンド アー リヤ 語 7-。 7-gy-g-。 古 ア ヴェ スタ 語 


z27-, 新 アヴェ スタ 語 zzr29gzz-, ゲル マン 語 派 : 英語 eg77,。 
ドイ ツ 語 万 er< な 


5.5. これ ら を 総合 する と , 印 区 祖語 に お いて ,「 心 臓 」 を 意味 する 語 に ①*4%7- 
/ パ 877, ②*&277/* 太 の の 中 性 名 詞 2 語形 が 復元 され る 。 さ ら に , アッ プラ ウ 
ト (Vollstufe の 実現 位置 ) を 異 に する ③* な 7- が 想定 され る こと に な る 。 そ 
の 際 , ② か ら , 拡大 形 な いし は 派生 形 を 用 いて 「 心 臓 」 を 意味 する 語 が 作ら れ 
て ゆい る こと (ギリ シャ 語 な ケル トト 語 派 *- 記 6-・ 「.… を も つ , に 申 来 す る . 
属す る 」?) を 重視 する な ら ば , “ん 27g-/* ん の - の 背景 に , 「 心 臓 」 と 深く 関係 す 
る が 「 心 臓 」 そ の も の と は 異な る 語 貢 が あっ た 可能 性 が 考え られ る 。 そ こ に 
③* 太 eg み が , も と も と 心臓 に 依拠 する 何ら か の 精神 機能 (一 1.4.) を 詩 う 語 で 
あっ た 可能 性 が 浮上 する 。 す な わ ち , 「 信 念 , 確信 , 信 」 の よう な 働き が 考え 
らし る 。 

この よう に 仮定 する と , ②'X2zg-/7 な の -「 心 臓 」 は ①*84277./7 877- を , Vollstufe 
の 母音 位置 は その まま 受け 継ぎ な が ら , 語頭 の 子音 を ③* 選 22- に 合わ せ て 変 
えた も の と 説明 で きる 。 

アヴェ スタ 語 gz- の - 李 方 向 の 平均 化 が お こり , 十 イ ンド アー リヤ 語 
の sz2Z 十 72 か NN ンド イラ ン 共 通 祖 語 * 尽 4777e 放 - か ら 。 語頭 の 
子音 を *% 277 ライ ラン 祖語 7g-「 心 臓 」( 古 ア ヴェ スタ 語 zzr72- な ど な ど ) 
に よっ て 変え た も の と 説明 で きる 。? 


ー564 一 


SS.S.: p.(75) =-564- 補間 (18.7.2015) 


可能 性 と し て は 

印 欧 祖 語 『 段 階 で 連続 する また は 合成 され た ( 履 階 科 の ) *Xez7 + の e。 例え ば 
* ル e7 の g/c」- (お そら く * ん e7 の z の /e/」- ) 前 3 NN 4) 子音 連続 回 避 の た め , * 忌 ec 放 - 
(* 忌 egzge ヵ -) と いう 異形 が 生じ , これ か ら * 妃 e の 7 が 抽出 され た , と いう 想定 が や は りあ ろう 。 た 
だ し , イン ド ・ イ ラン 語 派 に 見 られ る *g7ez7*g77 の 語頭 子音 の 起源 は 未 解明 の まま 残る 。 


訂正: 
sgd272-, cre6 の 語義 と 語形 に つい て (75) 
* ル 7 ' クン ラテン 語 (中 性 ) cor, cozg- な , 古 教会 スラ ヴ 語 (中 性 ) 
sy ちの -pce, ギリ シャ 語 (女性 ) zz2g. イオ ニア ん g7 あ , 
ii グイ ト 語 (中 性 ) gz2G)- 
* ん 67g- > ギリ シャ 語 7 (中 性 ) , リト アニ ア 語 ( 二 次 的 に 女性 ) 
sg の -jy、 ヒッ タイ ト 語 (中 性 ) 妨 (⑰) 
| *erg-7 (Lok.) > ギリ シャ 語 Dat. gz-。 アル メニ ア 語 sz7 (Nom.) 
| 語頭 の 子音 を 異 に し て (中 性 ) : ' 
| 時 : 科 47 ーッ クコ ンド グー リヤ 語 (7 の 7-) 
| *geygiEoD > 天 イ ンド アー リヤ 語 ヵ 7ee の ダグ 4 放 。 
| ye な 、 > 吉 イ ンド アー リヤ 語 7。 Af 古 ア ヴェ スタ 語 


| ii 1 ー zz の 新 ア ヴェ スタ 語 zz "92zo- ゲル マン 語 派 : 英語 時 
ー| "ee ー ン ドイ ツ 語 万 zzz な ど | 
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RY のか いる 7KYRPYS2RYf erOASTe0en を oniC か rm ウィ ems ちな rSep 


5.5. これ ら を 総合 する と , 印 欧 祖 語 に お いて , 「 心 臓 」 を 意味 する 語 に ①*g'e7- 
7 ②*kezg-/" の - の 中 性 名 詞 2 語形 が 復元 され る 。 さ ら に , アッ プラ ウ 
ト (Vollstufe の 実現 位置 ) を 異 に する ③* 忌 eZ- が 想定 され る こと に な る 。 そ 
の 際 , から, 拡大 形 な いし は 派生 形 を 用 いて 「 心 臓 」 を 意味 する 語 が 作ら れ 
て いる こと (ギリ シャ 語 *- 放 ケル ト 語 派 *『- 誠 2-: 「.… を も つ , に 由来 する , 
属す る 」 ?) を 重視 する な ら ば , “Zrg-/* み - の 背景 に , 「 心 臓 」 と 深く 関係 す 
る が 「 心 臓 」 そ の も の と は 異な る 語 葉 が あっ た 可能 性 が 考え られ る 。 そ こ に 
③*eg が , も と も と 心臓 に 依拠 する 何ら か の 精神 機能 (一 1.4.) を 調 う 語 で 
あっ た 可能 性 が 浮上 する 。 す な わ ち , 「 信 念 , 確信 , 信 」 の よう な 働き が 考え 
られ る 。 ' 

この よう に 仮定 する と , ②*eg-/7 な gd-「 心 臓 」 は ①*g7272./"s7 の - を , Vollstufe 
の 母音 位置 は その まま 受け 継ぎ な が ら , 語頭 の 子音 を ③* な eg- に 合わ せ て 変 
えた も の と 説明 で きる 。 

アヴェ スタ 語 z7gz-g- に は , 逆 方 向 の 平均 化 が お こり , 古 イ ンド アー リヤ 語 
の 47 十 gz2 か ら 想定 され る イン ドイ ラン 共通 祖語 *e7-9'e- か ら , 語頭 の 
0 者 あ *zz- 「 心 臓 」( つ 古 ア ヴェ スタ 語 zzr 字 な ど な ど ) 
< よっ て 変え た も の と 説明 で きる 。“ 
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(76) 後 懇 敏文 


6. リグ ヴェ ー ダ に お いて , 心臓 に 座 を 占め る 働き は 選 4z- ( く *2z-) 「 精 
神力 , 念力 」 で ある (…1.5.)。 リ グ ヴ ェ ー ダ の 詩 は , 理念 と し て , 頭 部 に あ 
る 思考 作用 に よっ て 形成 され , 心臓 に 位置 する 精神 の 力 に よっ て , こと ば と い 
う 形 で 表明 され て 実現 する 。” 先 に , gz2- と 思考 (z2zzs-) と の 関係 (1.4.), 
gg が 2- と 心臓 (7-。22yg-) と の 関係 (1.5.) に 触れ た が , リグ ヴェ ー ダ , 
古 ア ヴェ スタ に , 思考 と 心臓 と を 重ね る 表現 「 心 臓 に よっ て も 思考 に よっ て も 」 

が 見 られ る : RV VII 98,2 2 太 の 272 5 の 2 , RV VI 28,5 太 2 52 cf 」Y 31.12 
<277 の 2-c の 779772-c2g。 この 場合 , 心臓 に は , 純粋 な 思考 内 容 の 形成 より , 

現 へ 向け て の 判断 (確信 ) に 近い 概念 が 想定 され て いる よう に 思わ れる が , イ 
ンド ・ ヨ ー ロ ッ パ 祖語 の 段階 で * 訪 eg2- が それ に 当たる 概念 を 表し て いた 可能 
性 が ある 。 いずれ に し て も , * 刀 62 填 の 7e 訓 に は , 元々 , 理念 的 思 弁 的 色彩 を も っ 
た 「 確 信 , 信念 , 信 」 の 意味 が 想定 され る 。czz22 の 時 
人 格 神 (と その 理念 ) に 対す る 帰依 , 献身 の 意味 は , 語 自身 の 語 腎 内 容 に 

RRB7NA 和 IN 


7. 最後 に , 簡単 に 造語 法 上 比較 すべ き 語 功 を 列挙 し て 報告 を 終え た い 。 

"7 の 72 の 5-/729725-/7725- 十 の 2: 1) *zs- の "6 大 - ジ 古 イ ンド アー リヤ 語 eZ2- (一 

般 に )「 智 堪 」」 アヴェ スタ 語 /4gzg4- (Nom.Sg. -? に よっ て 男性 名 詞 化 , 十 47g- 

主 , 首長 J): 一 一 2 2zs 十 の 7e: 形容 詞 *zs- の 76-/g75- の 7-76- ジ 

古 イ ンド アー リヤ 語 ezg- て 古 ア ヴェ スタ 語族 -zgz み cg-, 新 ア ヴェ スタ 語 

9 の 7g-: 動 調 「 何 か に (: Akk.) 思い を 向け る 」^ 古 アヴェ スタ 語族 -c2.. 

172z」22z の 7 Y 53.3, gz の 2772. の 7 Y 45.1, fnf. 古 アヴェ スタ 語 訪 2z-c2 2727727 

Y31.5, cf. 古 イ ンド アー リヤ 語 zz22727- (パー リ 語 442z2722) 。 

19 KErrgNs (一 8.) 207f. 参照 。zzzs-cg は - あ - の 直前 の 形 の 一 般 化 か ら 説 明 で 
る 。* な 6 の 97e カ ygcgg か ら , zz の 9 に 同化 し た と いう 可能 性 も あり 得る 
ScmnprLgR が 想定 する ->- 語幹 *X2z-5- な 22-5- は 印 欧 祖語 に お ける 2 つの 異な っ た 

再建 形 の 存在 を 説明 し な い 。 


20 WrrzEr-Goro-DoyAwA-JAzIC Rig-Veda. Das heilise Wissen. Brster und zweiter Liederkreis. 
2 der 0 0 Frankfur/Leipzig 2007, 649 : zu I 105,15, 813 : zu II 35,2 (Goro 


9# 時 の の た ご の は の 0 
い 。 目的 , 到達 点 の Akk. と 説明 で きる で あろ うか 。『* カ 4zs に 語根 名 詞 * 訪 2 ヵ - の ( 領 
域 の ) Gen. を 考え る べき か 。 
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721 
sg972-, c7ego の 語義 と 語形 に つい て (77) 


"7 人 ( 刀 xy- の"e 放 - 古 イ ンド アー リヤ 語 42-「 報 酬 」, ドイ ツ 語 ere「 家 
賃 」: (万)25- の 7e- ジ 古 イ ンド アー リヤ 語 pe が og- 三 アヴェ スタ 語 放 zg- 
祭礼 の 食事 」。*ez( 万 )es- > 古 イ ンド アー リヤ 語 の gs- 三 新 ア ヴェ スタ 語 
77- 「 喜 び , 元気 」 に 基づく 。 
"757e5- の 7e アヴェ スタ 語 ygoz22「 生 命 力 を 定め 置く 」。 ぞ 


8. ggg73- に つい て の 文献 拾遺 

Hans-Werbin Koars Srad-dha- in der vedischen und altbuddhistischen Literatur. Diss. 
Gottingen 1948, hersg. von K. JANERr (Wiesbaden 1973). 

Rz. M.HAsAIJ 19 (1977) 105 一 108. 

GourisWar BnArrAcnARyA Studies in the Concept of Sraddha in Post-Vedic Hinduism. 
Diss. Basel 1971. 

P.HAckgs WZKSO 7 (1963) 151 一 189 三 KI.Schr. 437 一 475 “Sraddha 

M. HAs。 IIJ 7 (1964) 124 一 145 “Two Sanskrit religious terms pg 万 7 and yg の” 
J. KrrgNs Les noms-racines de TAvesta (1974) 205 一 208. 

S. SCARLATA Die Wurzelkomposita im Rgveda. Wiesbaden 1999. 

松 清 誠 達 「 古 典 イ ンド に みる 信仰 一 特に ヴェ ー ダ の 祭祀 と の 関連 に お いて 一 」, 
中 村 元 他 編 『 仏 教 思想 11 信 』1992, 233 一 248 ー『 古 代 イ ンド の 宗教 と シン 
ボリ ズム 』 2006, 9 一 71. 


22 ある い は , 「 生 命 力 (か ら そ の 部 分 ) を 定め 置く 」(Gen.)。 
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(78) 後 膝 敏文 
Zur Form und Bedeutung des Wortes 7g72- und c7eg の 


Toshifurmmi て oto 


Auf dem Bericht anl86hch der 48. Tagung unserer Gesellschaft, Sendai 28. 5. 2005, funBend, 
lassen sich das Verbum 2 十 72 「Vertrauen, Uberzeugung legen, bestimmen′ und das Nomen 
ggg72- “Vertrauen, Glaube'′ im Altindoarischen in Form und Gebrauch kurz wberprift: 1.1. 
verbale Formen von s729 の 2 1.1.1. im Rgveda, 7 27 usW., 1.1.2. in den Yajurveda- 
Samhitas und Brahmanas: 1.2. Nomen gg772-: 1.2.1.RV X 131, Lied an die Sraddha。 ジン, 
957 の 72-。 Srgg の 2-。 1.3. 37ggZ72- und sgp の - das Wahre', 1.4. 72- und 娘 27229- 
Denken', 1.5. sygg272- und カ 婦 -, 772yg- 「Herz 1.6. sogg7Z- in den Brahmanas, 1.7. 一 1.8, 
weitere Pntwicklungen bis in die hindustitsche Literatur und in pal sgg72727. 


Dann werden die altiranischen (avestischen) Formen und Belese uberblickt: 2.1. aay. <z7gzg の 2- 
vertrauend'′ Y 31.1, jav. g<7gzdg- (oder gz7gz の 2-) , aav. <7gz の 757g- Y 53,.7, 7gzd277- Y 43,11, 2.2. 
]aV. <7gscg 27 Y{ 9,26, 2.3. ap.“ み gz の 2- im し W im Aramaischen. ' [ 


Lateinsich creg2 “vertraue, glaube' und die keltischen Formen werden besprochen (3., ュ は 
und die Sachlage wird bis ins Urindogermanische verfolgt: 5.1. Nomen “6 ケ 7677e 記 - aaV. 
gz の g-。 な 6 の の 和久 」-2- (auch " 太 62- の ce 放 -7) aia. ygg2-。 5.2. Verbum “な 22 十 の 7c 放 。 Pras. 
-Stamm - の "2-97o 放 -/-d72- の 7-, 5.3.『K27g-/ 人 7 und "な 677 な の -, 5.4. Worter fhr (Herz' :* 太 eg- 
0-, "ん 婦 -。『 ん 2 の た 7 の 7 627 の 767er7 "7 5.5. "9227 の 7777 nnd "27 な の - fr 
Herz' und "67-. [ 


Fur das Wort * 尽 e の - HiBt sich ursprtngiich die Bedeutung einer im Herzen sitzenden 
Geistesfunktion vermuten, die, auf Verwirkichung bezogen, fr Urteil Uberzeugung bzw. 
Bntscheidung zustandig ist. Am SchluB werden vergleichbare Bildeweise “gz の 5-/772 の 725-/7279- 
の 2 人 (の 5-77e-, 7725- の 7e が angegeben( 7 .), und eine kurze Liste der Literatur zu 
sg の - wird verzeichnet (8 .). 
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